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１．概要（Summary）

ドクダミから抽出した成分を紙に抄き込んで食品包装

材料用途の抗菌紙を作ることに目的としている。また、エ

タノールなど 3 種類の有機溶剤を使って温度を変えなが

ら抽出することで特定の効果的な成分だけを活用する方

法を検討する。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

電界放出型走査型電子顕微鏡

【実験方法】

ドクダミからエタノールなど 3 種類の溶媒を使って温度

を変えながら抽出した液を紙に浸み込ませ、枯草菌の生

長に与える影響を、寒天培地上で観察した。揮発性があ

るため多糖類を使ってマイクロカプセルを使って長期間

安定性を向上させることを試みた。

３．結果と考察（Results and Discussion）

抽出物をろ紙に浸透させ、寒天培地がはいった シャ

ーレ上に置いた。24 時間後に観察したところ、抽出物を

含んだろ紙を置いた方は、クリーンゾーン（未繁殖エリア）

が大きく、菌の成長を阻害していることが分かった。

Fig. 1 Comparison in growth of Bacillus subtilis
without (a) and with (b) extractives from Houttuynia 

cordata Thunb. on an agar medium

長期的に効果を維持するために抽出物を包含するマイ

クロカプセルの調製を試みたところ、粒子状物が得られた

ので FT-IR により、抽出物の含有量を推定した。マイクロ

カプセル内に存在する抽出物がほとんど検出できず、今

後マイクロカプセル化の方法を再検討することにした。マ

イクロカプセルの形状や構造を調べるため電子顕微鏡の

観察を行うことにした。凍結乾燥を行って形状を維持しな

がら、水中での形状を維持した乾燥物を得て、Pt の導電

性処理を行うことにした。機器の使用方法を学び、今後観

察を行う予定である

４．その他・特記事項（Others）

なし。
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